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■吉川元農水相の贈収賄疑惑とアニマルウェルフェア

本
」と
題
す
る
真
下
周
記
者
の
レ
ポ
ー

ト
を
配
信
し
て
い
る（w

w
w

.47new
s.

jp/47reporters/5589123.htm
l

）。

「
…
ケ
ー
ジ
に
は
巣
、
砂
場
、
止
ま
り
木

な
ど
を
置
く
ス
ペ
ー
ス
は
全
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
ん
な
環
境
下
で
も
ニ
ワ
ト

リ
は
尾
腺
か
ら
ク
チ
バ
シ
で
脂
を
す
く
っ

て
羽
の
手
入
れ
を
し
て
い
ま
し
た
。
膨
ら

ま
せ
た
体
を
金
網
に
こ
す
り
つ
け
足
で
床

を
引
っ
か
い
て
、
土
を
羽
毛
の
間
に
取
り

込
も
う
と
す
る
し
ぐ
さ
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
虫
干
し
で
き
る
日
光
も
砂
浴
び

の
砂
も
な
く
、
本
能
が
満
た
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
き
物
と
し
て
の
尊
厳

が
無
視
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
…
」

　

東
日
本
の
大
規
模
養
鶏
場
で
働
い
た
経

験
が
あ
る
女
性
が
語
る
、
過
酷
な
飼
育
環

境
を
伝
え
る
長
文
の
記
事
だ
。
多
く
の
人

に
読
ん
で
ほ
し
い
。
贈
収
賄
容
疑
の
原
資

は
、
こ
う
し
た
鶏
た
ち
を
犠
牲
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
お
金
で
あ
る
。

　

採
卵
鶏
用
の
ケ
ー
ジ
は
百
年
ほ
ど
前
に

イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
、
戦

後
の
日
本
に
も
普
及
し
て
い
っ
た
。

　

１
９
５
４
年
生
ま
れ
の
筆
者
の
少
年
時

代
、
ど
こ
の
農
家
も
30
～
40
羽
の
鶏
を
飼

い
、
卵
や
肉
を
貴
重
な
タ
ン
パ
ク
源
に
し

た
。
餌
や
り
な
ど
は
子
ど
も
の
仕
事
で
、

余
っ
た
卵
の
販
売
代
金
が
弁
当
の
お
か
ず

や
学
用
品
に
な
る
…
。
ま
さ
に「
庭
の
鳥
」

（
鶏
の
語
源
）で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
道
北
農

村
地
帯
で
ケ
ー
ジ
飼
い
養
鶏
が
始
ま
っ
た

の
は
60
年
代
後
半
と
記
憶
す
る
。

　

畜
産
の
歴
史
が
長
い
イ
ギ
リ
ス
で
は
60

年
代
前
半
、
短
期
肥
育
や
密
飼
い
、
高
度

の
機
械
化
、
効
率
性
の
追
求
に
よ
る
商
品

化
─
─
と
い
っ
た
工
場
型
畜
産
の
矛
盾
が

噴
出
し
た
。
大
地
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
家

畜
は
舎
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
す
し
詰
め

状
態
で
飼
わ
れ
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た

状
況
を
憂
慮
し
た
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
ル
ー
ス
・
ハ
リ
ソ
ン
は
１
９
６
４
年
、

近
代
畜
産
を
告
発
す
る『
ア
ニ
マ
ル
・
マ

シ
ー
ン
』を
出
版
し
た（
邦
訳
は
79
年
に
講

談
社
刊
・
絶
版
）。
全
10
章
の
う
ち
３
章

で
養
鶏
の
実
態
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

　

同
書
は
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
イ
ギ

リ
ス
議
会
は
直
ち
に
家
畜
福
祉
に
関
す
る

専
門
委
員
会
を
つ
く
り
、
近
代
畜
産
の
虐

待
性
を
検
討
さ
せ
、
飼
育
方
法
の
あ
り
方

を
諮
問
し
た
。
翌
65
年
、
通
称「
ブ
ラ
ン

ベ
ル
・
レ
ポ
ー
ト
」が
答
申
さ
れ
、
家
畜

の
虐
待
を
防
ぐ
た
め
の
飼
育
基
準
を
提
示
。

試
行
錯
誤
が
く
り
返
さ
れ
、
90
年
代
に
は

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
国
際
原
則
で

あ
る「
５
つ
の
自
由
」が
確
立
し
、
現
在
に

至
る
。
勇
気
あ
る
告
発
が
世
界
の
畜
産
の

あ
り
方
を
変
え
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
を
含
む
１
８
２
の
国
・
地
域
が
加

盟
す
る
Ｏ
Ｉ
Ｅ（
世
界
動
物
保
健
機
関
・

旧
名
国
際
獣
疫
事
務
局
）は
、
02
年
の
総

会
で
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
国
際
基

準
を
作
成
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
吉
川
元
農
水
相
を
め
ぐ
る
贈
収
賄
疑
惑
の
背
景
と
は

　
吉
川
元
農
水
相
を
め
ぐ
る
贈
収
賄
疑
惑
の
背
景
と
は

北
海
道
２
区
選
出
の
自
民
党
衆
院
議
員
だ
っ
た
吉
川
貴
盛
・
元
農
水
相
が
養
鶏
業
界

大
手「
ア
キ
タ
フ
ー
ズ
」（
広
島
県
福
山
市
）の
前
代
表
か
ら
現
金
１
８
０
０
万
円
を
受

領
し
て
い
た
疑
惑
を
め
ぐ
り
大
き
な
波
紋
が
広
が
っ
て
い
る
。
前
代
表
が
多
額
の
裏

金
を
渡
し
て
い
た
の
は
Ｏ
Ｉ
Ｅ（
国
際
獣
疫
事
務
局
）が
進
め
る
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア（
Ａ
Ｗ
・
家
畜
福
祉
）の
国
際
基
準
づ
く
り
を
阻
も
う
と
し
た
か
ら
だ
。
業
界

の
意
向
を
受
け
た
農
林
水
産
省
が
基
準
の
策
定
に
異
議
を
唱
え
た
結
果
、
日
本
の
Ａ

Ｗ
推
進
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
た
。「
脱
ケ
ー
ジ
」に
舵
を
切
っ
た
世
界
の
潮
流
に
逆

光
す
る
日
本
政
府
の
Ａ
Ｗ
政
策
は
こ
れ
で
い
い
の
か
─
─
贈
収
賄
疑
惑
の
背
景
に
あ

る
採
卵
鶏
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
問
題
に
焦
点
を
あ
て
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や

生
産
現
場
の
実
態
な
ど
を
紹
介
し
た
い
。　
　
　
　
（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川 

康
治)

カ
ネ
で
阻
ま
れ
た
家
畜
福
祉

カ
ネ
で
阻
ま
れ
た
家
畜
福
祉

世
界
で
孤
立
す
る
日
本
の
養
鶏
業
界

世
界
で
孤
立
す
る
日
本
の
養
鶏
業
界
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正
月
早
々
、「
吉
川
元
農
水
相
、
計
１
８

０
０
万
円
受
領
か 

在
任
中
の
前
後
に
も
」

と『
朝
日
新
聞
』が
ス
ク
ー
プ
し
た（
１
日
）。

養
鶏
業
界
大
手
の「
ア
キ
タ
フ
ー
ズ
」の
前

代
表
と
吉
川
貴
盛
元
農
水
相
を
め
ぐ
る
贈

収
賄
疑
惑
の
一
件
。
大
臣
在
任
中
の
５
０

０
万
円
を
含
め
、
15
～
20
年
に
14
回
、
現

金
１
８
０
０
万
円
を
受
領
し
た
と
さ
れ
る
。

３
日
付
け
同
紙
は
前
代
表
は
西
川
公
也
元

農
水
相
に
対
す
る
１
５
０
０
万
円
超
の
現

金
提
供
も
供
述
し
た
と
続
報
。
い
ず
れ
も

特
捜
関
係
者
の
リ
ー
ク
に
基
づ
く
記
事
だ

が
、
本
号
の
発
行
時
に
は
立
件
さ
れ
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
。

　

前
代
表
が
農
水
族
の
政
治
家
に
現
金
を

渡
そ
う
と
し
た
理
由
は
、
①
採
卵
鶏
の

ケ
ー
ジ
飼
い
に
否
定
的
な
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
の
飼
育
基
準
案
を
示
し
た
国

際
機
関
の
動
き
に
反
対
す
る 

②
鶏
卵
価

格
の
低
下
時
の
損
失
補
て
ん
事
業
へ
の
便

宜
供
与
を
求
め
た
と
さ
れ
る
。
世

界
的
な「
脱
ケ
ー
ジ
飼
育
」の
潮
流

に
対
応
で
き
ぬ
業
界
と
、
ア
ニ
マ

ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア（
Ａ
Ｗ
）に
対
す

る
見
方
を
変
え
ら
れ
な
い
旧
態
依

然
の
政
治
や
行
政
の
あ
り
よ
う
が

今
回
、
あ
ら
た
め
て
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。

　

日
本
の
養
鶏
業
は「
密
飼
い
」と

「
輸
入
穀
物
の
多
給
」が
特
徴
だ
。

採
卵
鶏
の
多
く
は
、
細
い
針
金
を

格
子
状
に
し
て
作
ら
れ
た
ケ
ー
ジ

を
幾
段
に
も
重
ね
た
中
に
ぎ
ゅ
う

詰
め
に
し
て
飼
育
さ
れ
る
。

　

贈
収
賄
疑
惑
に
注
目
が
集

ま
っ
て
き
た
昨
年
12
月
10

日
、
共
同
通
信
は「
ニ
ワ
ト
リ

の
閉
じ
込
め
飼
育
続
け
る
日

鶏
卵
業
界
と
政
治
家
の
癒
着
が

「
贈
収
賄
疑
惑
」で
浮
き
彫
り
に

近
代
畜
産
を
見
直
す
き
っ
か
け
は

『
ア
ニ
マ
ル
・
マ
シ
ー
ン
』の
告
発

Ｏ
Ｉ
Ｅ
基
準
の
策
定
に
反
対
す
る

養
鶏
業
界
の
役
員
が
現
ナ
マ
攻
勢

東京地検特捜部が収賄容疑で調べを進める吉川貴盛元農水相
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■吉川元農水相の贈収賄疑惑とアニマルウェルフェア

　

日
本
で
は
、
採
卵
鶏
の
飼
養
方
法
と
し

て
直
列
つ
な
ぎ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
イ
メ
ー

ジ
し
た「
バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
」や
改
良
型
の

「
エ
ン
リ
ッ
チ
ド
ケ
ー
ジ
」が
あ
り
、
ケ
ー

ジ
フ
リ
ー
は「
平
飼
い
」「
多
段
式
の
平
飼

　

Ｉ
Ｅ
Ｃ（
国
際
鶏
卵
委
員
会
）の
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
２
０
０
９
年
以
降
、
ス
イ
ス

や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
非
ケ
ー
ジ
飼
育
の

割
合
が
１
０
０
％
近
い
状
態
が
続
い
て
お

り
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
全
体
の
半
数
近
く
が

非
ケ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
18
年
の

デ
ー
タ
で
は
、
ド
イ
ツ
は
ケ
ー
ジ
飼
育

６
％
に
対
し
、
平
飼
い
64
％
、
フ
リ
ー
レ

ン
ジ
19
％
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
11
％
と“
脱

ケ
ー
ジ
”が
進
行
中
。
ア
メ
リ
カ
で
も
10

年
ほ
ど
前
に
５
％
だ
っ
た
非
ケ
ー
ジ
の
割

合
が
15
％
程
度
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
で
は
ケ
ー
ジ
以
外
の
飼
い

方
は
５
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｅ
Ｃ
の

デ
ー
タ
で
は
５
％
程
度
が
平
飼
い
卵
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
の
市
場
シ
ェ
ア
は

１
％
程
度
。
そ
の
差
を
宅
配
事
業
者
な
ど

が
う
ま
く
組
織
化
し
、
中
間
流
通
ロ
ス
の

削
減
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
日

本
の
平
飼
い
卵
の
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ム
が

あ
る
の
か
な
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

動
物
保
護
団
体
の「
ザ
・
ヒ
ュ
ー
メ
イ

ン
・
リ
ー
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
」が
日
本
国
内

の
企
業
の
動
向
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
宿

泊
部
門
で
は
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
や
マ
リ
オ

ネ
ッ
ト
ホ
テ
ル
、
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン

タ
ル
ホ
テ
ル
な
ど
が
25
年
ま
で
に
ケ
ー
ジ

フ
リ
ー
卵
調
達
へ
の
変
更
を
表
明
済
み
で

す
。
小
売
業
界
で
も
、
業
務
用
食
材
卸
売

育
す
る
方
法
で
す
が
、
日
本
で
は
細
か
な

規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
放
し
飼
い
」は
屋

外
で
１
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
５
羽
以
下

の
ス
ペ
ー
ス
で
飼
育
す
る
こ
と
。「
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
」は
屋
内
・
屋
外
と
も
１
羽
あ
た

り
０
・
15
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
面
積
で

飼
育
さ
れ
、
有
機
栽
培
さ
れ
た
飼
料
を
食

べ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
公
社
）畜
産
技
術
協
会
の「
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
対
応
し
た
飼
養
管
理
指

針
」で
は
、日
本
の
普
通
の
ケ
ー
ジ
は
、「
１

羽
あ
た
り
飼
養
ス
ペ
ー
ス
４
３
０
～
５
５

５
平
方
セ
ン
チ
」を
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
多
く

あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

「
エ
ン
リ
ッ
チ
ド
ケ
ー
ジ
」が
最
低
基
準
で

あ
り
、
１
羽
あ
た
り
飼
養
ス
ペ
ー
ス
は
７

５
０
平
方
セ
ン
チ
以
上
と
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
の
１
羽
あ
た
り
専
有
面
積
は

非
常
に
狭
い
も
の
で
す
。

　

05
年
総
会
で
家
畜
の
輸
送
や
屠
殺
な
ど

の
基
準
が
採
択
さ
れ
、
12
年
か
ら
は
畜
種

別
の
飼
育
基
準
の
策
定
が
進
行
中
だ
。
す

で
に
、
肉
用
牛（
12
年
）や
ブ
ロ
イ
ラ
ー

（
13
年
）、
乳
牛（
14
年
）の
基
準
を
採
択
し

た
。
Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）は
12
年
に
採
卵
鶏

の
ケ
ー
ジ
飼
育
の
禁
止
を
決
定
し
て
お
り
、

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
推
進
は
世
界

の
潮
流
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
農
水
省
消
費
・

安
全
推
進
課
は
10
年
度
か
ら
年
２
回
、
業

い
」に
区
分
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
際
的

な
区
分
と
し
て
、
よ
り
自
由
度
が
高
い

「
フ
リ
ー
レ
ン
ジ（
放
し
飼
い
）」や「
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク（
有
機
）」が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ

で
は
新
し
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て「
パ
ス

チ
ャ
ー
レ
イ
ズ
ド（
牧
草
育
ち
）」が
確
立

し
て
き
ま
し
た
。

「
平
飼
い
」は
ケ
ー
ジ
が
な
く
鶏
舎
内
で
飼

界
関
係
者
や
技
術
研
究
者
、
学
識
経
験
者
、

消
費
者
ら
と
意
見
を
交
換
す
る「
Ｏ
Ｉ
Ｅ

連
絡
協
議
会
」を
続
け
て
き
た
。

　

Ｏ
Ｉ
Ｅ
は
18
年
９
月
、
産
卵
箱
や
止
ま

り
木
の
設
置
な
ど
を
義
務
づ
け
、
ケ
ー
ジ

飼
育
改
善
を
図
る
国
際
基
準
の
第
２
次
案

を
示
し
た
。
国
際
鶏
卵
委
員
会（
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）

の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
日
本
の
ケ
ー
ジ
飼

育
の
割
合
は
95
％
と
極
め
て
高
い
。（
一

社
）日
本
養
鶏
協
会
は
、
こ
の
案
が
採
択

さ
れ
る
と
業
界
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る

と
捉
え
同
年
12
月
、
当
時
の
吉
川
農
水
相

に
反
対
の
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　

農
水
省
は
翌
19
年
、
第
２
次
案
に
反
対

す
る
意
見
を
２
回
に
わ
た
り
Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
関

係
委
員
会
に
提
出
す
る
異
例
の
対
応
を
み

せ
、
同
年
９
月
の
Ｏ
Ｉ
Ｅ
第
３
次
案
で
は

産
卵
箱
や
止
ま
り
木
の
設
置
義
務
が
削
除

さ
れ
て
し
ま
う
。

「
ア
キ
タ
フ
ー
ズ
」の
前
代
表
は
、
こ
う
し

た
時
期
に
吉
川
元
農
水
相
に
５
０
０
万
円

を
提
供
し
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
基
準
へ
の
反
対
を
働

き
か
け
た
と
さ
れ
る
。
疑
惑
の
究
明
は
司

直
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
が
、
事
実
な
ら
ば

金
の
力
で
Ａ
Ｗ
の
推
進
・
普
及
を
阻
ん

だ
こ
と
に
な
る
。
一
連
の
経
緯
に
つ
い

て
は
、
時
事
通
信
の
森
映
子
記
者
が
20

年
12
月
18
日
付
け『
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
』に

詳
細
レ
ポ
ー
ト
を
寄
稿
し
て
い
る
の
で

参
照
し
て
ほ
し
い（gendai.ism

edia.jp/

articles/-/78313

）。

　

贈
収
賄
疑
惑
に
発
展
し
た
養
鶏
業
界
と

政
治
家
と
の
癒
着
の
構
図
は
、
日
本
の
Ａ

Ｗ
政
策
が
旧
態
依
然
で
あ
る
こ
と
を
物
語

る
。
Ｏ
Ｉ
Ｅ
連
絡
協
議
会
の
委
員
を
務
め

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
消
費
者
連
盟
顧
問
の

天
笠
啓
祐
さ
ん
は
12
月
17
日
、
以
下
の
３

項
目
を
農
水
省
に
文
書
で
質
し
た
。

　

①
今
回
の
現
金
授
受
は
当
協
議
会
で
の

議
論
に
絡
ん
だ
も
の
と
さ
れ
る
が
、
そ
の

経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

②
政
府
の
対
応
は
国
際
的
な
動
き
か
ら

か
け
離
れ
て
い
る
が（
国
際
基
準
の
後
退

に
対
し
て
）影
響
が
な
か
っ
た
の
か

　

③（
基
準
に
つ
い
て
）最
初
か
ら
議
論
を

や
り
直
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
か

　

翌
日
開
催
さ
れ
た
協
議
会
で
は
、
こ
の

問
い
か
け
は
黙
殺
さ
れ
た
。
農
水
省
の
や

る
気
の
な
さ
を
感
じ
て
き
た
天
笠
さ
ん
は
、

「
国
際
基
準
の
中
身
を
め
ぐ
っ
て
裏
金
が

動
い
た
な
ん
て
想
像
も
し
な
か
っ
た
。
今

回
、日
本
の
政
治
の
決
め
方
を
知
り
、び
っ

く
り
し
ま
し
た
」と
憤
る
。

　

農
水
省
は
協
議
会
の
議
事
録
を
公
開
し

て
お
ら
ず
、
国
民
は
委
員
の
発
言
を
確
認

ケージ飼育とは対照的に「放し飼い」で鶏を飼う農場も
（栗山町の The 北海道ファームで）

（おおき・しげる）1986 年、宇都宮大学農学部畜産
学科卒業。同大大学院で農業経済学を学んだのち、
東京農工大大学院連合農学研究科の博士後期課程
修了。博士（農学）。2000 年から麻布大学に勤務し、
現在に至る。鶏卵を中心にして、アニマルウェル
フェアに配慮した畜産食品の生産・流通・消費の
動向に明るい。畜産情報誌などに関連の論文多数。
ＡＷＦＣＪ（アニマル・ウェルフェア・フード・コ
ミュニティ・ジャパン）の監事も務める

農
水
省
は
Ａ
Ｗ
推
進
に
及
び
腰

委
嘱
し
た
委
員
の
疑
問
を
黙
殺

で
き
な
い
。「
ア
キ
タ
フ
ー
ズ
」前
代
表
の

息
子
が
協
議
会
の
臨
時
委
員
を
務
め
た
こ

と
も
あ
る
。
協
議
会
の
関
係
者
は「
農
水

省
が
基
準
づ
く
り
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り
、

御
用
学
者
や
行
政
が
業
界
団
体
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
場
に
な
っ
て
い
る
」と
指
摘

す
る
。
Ｏ
Ｉ
Ｅ
も
ま
た
各
国
の
利
害
調
整

の
場
と
化
し
、
国
際
基
準
は
次
第
に
骨
抜

き
に
さ
れ
て
い
く
…
。
そ
の
し
わ
寄
せ
は

虐
げ
ら
れ
て
い
る
家
畜
に
向
か
う
。

　

し
か
し
、「
脱
ケ
ー
ジ
」に
象
徴
さ
れ
る

Ａ
Ｗ
推
進
の
流
れ
は
静
か
な
広
が
り
を
見

せ
る
。
北
海
道
で
は
数
年
前
か
ら
小
規
模

生
産
者
と
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
が
提
携
し
て

平
飼
い
卵
を
販
売
し
始
め
、
取
扱
高
を
伸

ば
す
。
道
外
の
生
協
や
宅
配
事
業
体
、
一

部
量
販
店
な
ど
で
も「
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
」の

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

　

農
水
省
は
、
関
係
業
界
と
の
癒
着
を
根

本
か
ら
見
直
し
、
先
進
的
な
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
実
践
例
を
消
費
者
へ
積

極
に
紹
介
し
た
り
、「
脱
ケ
ー
ジ
」を
め
ざ

し
て
施
設
の
整
備
を
進
め
る
生
産
者
を
支

援
す
る
な
ど
政
策
転
換
を
図
る
べ
き
だ
。

（
１
月
４
日
現
在
）

※
別
項
で
世
界
の「
脱
ケ
ー
ジ
」の
動
き
を

伝
え
た
大
木
茂
・
麻
布
大
学
教
授
の
講
演

要
旨
を
紹
介
す
る（
主
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校「
遊
」）。

ケ
ー
ジ
飼
育
は
過
去
の
も
の
に

転
換
が
進
む
欧
州
や
米
国
の
実
態

　　
─
─「
鶏
を
め
ぐ
る
家
畜
福
祉
公
開
セ
ミ
ナ
ー
」の
講
演
か
ら
─
─

─
─「
鶏
を
め
ぐ
る
家
畜
福
祉
公
開
セ
ミ
ナ
ー
」の
講
演
か
ら
─
─

「
脱
ケ
ー
ジ
」は
世
界
の
潮
流
だ

麻
布
大
学
獣
医
学
部
教
授（
農
業
経
済
学
）　
大
木 

茂
さ
ん
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■吉川元農水相の贈収賄疑惑とアニマルウェルフェア

日本国内でも「平飼い卵」などの取り扱いが広がりを見せる
（大木さん配布資料）

も
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、

18
年
に
は
非
ケ
ー
ジ
卵
の
取
り
組
み
が
本

格
化
し
て
き
た
の
で
す
。

　

台
湾
の
基
準
で
は
、
１
平
方
メ
ー
ト
ル

あ
た
り
の
採
卵
鶏
は
９
羽
─
─
つ
ま
り
１

羽
あ
た
り
０
・
11
平
方
メ
ー
ト
ル
─
─
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

数
字
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
ま
た
、
カ
ル

フ
ー
ル
で
は
脱
ケ
ー
ジ
の
取
り
組
み
が
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
台
湾
の

基
準
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ａ（
王

立
動
物
虐
待
防
止
協
会
）が
作
っ
た
採
卵

鶏
の
基
準
と
同
じ
く
ら
い
詳
細
な
中
身
に

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
作
る
時
に
職
員
を

呼
ん
で
学
習
会
を
や
り
、
行
政
の
担
当
官

も
出
席
し
た
そ
う
で
す
。
台
湾
の
ア
ニ
マ

ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
鶏
卵
の
取
り
組
み
は
、

か
な
り
本
気
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

韓
国
で
は
18
年
８
月
か
ら
、
鶏
卵
に
農

家
番
号
や
飼
育
環
境
の
番
号
を
記
載
す
る

こ
と
を
義
務
づ
け
ま
し
た
。
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
と
の
関
係
で
は
後
者
の
番

号
が
重
要
で
、「
１
番
～
放
し
飼
い
」「
２
番

～
平
飼
い
」「
３
番
～
改
善
さ
れ
た
ケ
ー

ジ（
１
羽
あ
た
り
７
５
０
平
方
セ
ン
チ
以

上
）」「
４
番
～
従
来
ケ
ー
ジ（
１
羽
あ
た
り

５
０
０
平
方
セ
ン
チ
以
上
）」と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
３
番
は
Ｅ
Ｕ
の
エ
ン
リ
ッ
チ

ド
ケ
ー
ジ
の
最
低
基
準
と
同
面
積
で
す
。

日
本
の
１
羽
あ
た
り
専
有
面
積
は
、
こ
う

し
た
基
準
に
は
全
く
到
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

韓
国
は
す
ご
い
な
、
と
思
い
ま
す
。

　

19
年
か
ら
は
採
卵
日
の
記
載
も
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
大
量
に
発
生
す
る
状
況
が
あ

る
な
ど
日
本
に
比
べ
て
衛
生
管
理
の
面
が

少
し
遅
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
は
農
林
水
産
省
の
外
郭

団
体
で
あ
る（
独
法
）農
畜
産
業
振
興
機
構

の
ニ
ュ
ー
ス
に
も
載
っ
て
い
る
の
で
信
頼

で
き
る
で
し
ょ
う
。「（
韓
国
で
は
）採
卵
鶏

の
飼
養
密
度
に
関
す
る
基
準
を
現
行
の
５

０
０
平
方
セ
ン
チ
か
ら
７
５
０
平
方
セ
ン

チ
に
変
更
し
た
。
新
規
就
農
や
新
し
い
鶏

舎
を
建
築
す
る
場
合
は
直
ち
に
適
用
さ
れ

る
が
、
従
来
ケ
ー
ジ
を
使
用
し
て
い
る
既

存
の
鶏
舎
は
25
年
９
月
ま
で
猶
予
が
設
け

ら
れ
る
」と
。
あ
と
５
年
の
う
ち
に
改
善

し
な
さ
い
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

養
鶏
業
界
の
生
き
残
り
を
図
る
意
味
で

も
韓
国
政
府
が
主
導
し
て
こ
う
し
た
措
置

を
講
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ケ
ー
ジ
フ

リ
ー
に
向
け
た
取
り
組
み
を
国
主
導
で
や

る
─
─
日
本
で
も
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
し

な
い
と
動
か
な
い
の
か
な
、
と
思
い
ま
す
。

　

台
湾
は
企
業
や
民
間
団
体
の
力
で
動
い

て
い
ま
す
が
、
韓
国
は
ア
メ
リ
カ
の
タ
イ

プ
に
近
い
よ
う
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
は
動
物

保
護
団
体
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
活
動
し
て

き
た
上
に
、
一
定
の
取
り
組
み
が
あ
っ
て

こ
こ
ま
で
進
ん
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
日
本

が
ど
う
進
ん
で
い
く
か
、
関
係
者
の
取
り

組
み
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
20
年
８
月
22
日
、
札
幌
市
内
で
収
録
）

Ｇ
Ｓ
人
道
認
証
」が
始
ま
る
な
ど
、
早
い

段
階
か
ら
動
物
福
祉
に
配
慮
し
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
エ
ン
リ
ッ
チ
ド

ケ
ー
ジ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
低
基
準
に

な
っ
た
12
年
、
こ
の
飼
育
方
法
に
よ
る
鶏

の
卵
が
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

18
年
に
は
カ
ル
フ
ー
ル（
フ
ラ
ン
ス
に

本
社
を
置
く
小
売
企
業
）が
非
ケ
ー
ジ
卵

の
取
り
扱
い
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
生
産

者
グ
ル
ー
プ
や
市
民
団
体
が
後

ろ
楯
に
な
っ
て
、
そ
の
取
り
組

み
が
ス
タ
ー
ト
。
台
湾
の
高
級

ス
ー
パ
ー
を
買
い
取
り
、
カ
ル

フ
ー
ル
が
平
飼
い
卵
の
販
売
を

進
め
る
、
と
。
本
社
の
方
針
に

基
づ
き
、
世
界
中
で
こ
う
し
た

展
開
を
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

台
湾
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
関
連
規
制
は
40
年
ほ
ど

前
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
86

年
に
日
本
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
相
当
す

る
優
良
農
産
品
の
認
証
が
始
ま

り
、
99
年
に
は
平
飼
い
卵
グ

ル
ー
プ
の
中
心
に
な
る
組
織
が

発
足
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
エ
ン

リ
ッ
チ
ド
ケ
ー
ジ
の
取
り
組
み

に
先
駆
け
て
活
動
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
14
年
に
は
鶏
の
動
物

福
祉
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

ス
ー
パ
ー「
メ
ト
ロ
」全
10
店
が
27
年
ま
で

に
全
て
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
卵
に
切
り
換
え
る

と
発
表
。
関
東
地
区
の「
イ
オ
ン
」24
店
舗

で
は
、
平
飼
い
卵
の
販
売
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
18
年
に
神
奈
川
県
内
で

実
施
し
た
調
査
で
は
、
安
い
価
格
で
平
飼

い
卵
が
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
６
個

パ
ッ
ク
平
均
で
３
４
４
円
程
度
、
低
価
格

の
も
の
は
２
３
０
円
程
度
で
し
た
。
平
飼

い
卵
の
品
揃
え
が
増
え
、
Ｐ
Ｂ（
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
）で
展
開
し
た
り
、
高

級
ス
ー
パ
ー
で
は
ヨ
ー
ド
強
化
卵
よ
り
低

価
格
で
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
12
年
に
バ
タ
リ
ー
ケ
ー

ジ
が
禁
止
さ
れ
、
１
羽
あ
た
り
専
有
面
積

７
５
０
平
方
セ
ン
チ
の
エ
ン
リ
ッ
チ
ド

ケ
ー
ジ
が
最
低
基
準
に
な
っ
て
か
ら
、
鶏

卵
業
界
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
ケ
ー

ジ
飼
育
が
減
り
、
屋
外
に
運
動
場
が
あ

る
フ
リ
ー
レ
ン
ジ（
放
し
飼
い
）が
増
え

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
な
か
で
も
英
国
は
特

異
な
展
開
を
し
て
お
り
、
放
し
飼
い
が
主

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
が
集
約
化

さ
れ
て
高
級
・
大
手
・
安
売
り
の
各
ス
ー

パ
ー
ご
と
に
価
格
帯
が
違
う
の
で
す
が
、

ケ
ー
ジ
の
卵
よ
り
フ
リ
ー
レ
ン
ジ

の
卵
、
さ
ら
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の

卵
が
よ
り
高
く
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
重
要
な
の
は
16
年

こ
ろ
か
ら「
脱
ケ
ー
ジ
宣
言
」を
す

る
ス
ー
パ
ー
が
増
え
て
い
る
こ
と

で
す
。
ウ
ェ
イ
ト
ロ
ー
ズ
、
マ
ー

ク
ス
＆
ス
ペ
ン
サ
ー
、
セ
イ
ン
ズ

ベ
リ
ー
ズ
、
テ
ス
コ
が
四
大
ス
ー

パ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、（
庶

民
的
な
）セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
ー
ズ
が

「
ケ
ー
ジ
卵
は
扱
い
ま
せ
ん
」と
宣

言
し
、
安
売
り
ス
ー
パ
ー
も
後
に

続
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
高
級

ス
ー
パ
ー
で
は
元
々
、
ケ
ー
ジ
卵

は
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。

「
脱
ケ
ー
ジ
宣
言
」は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
で

進
ん
で
い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）に
は

域
内
の
市
民
百
万
人
が
賛
成
す
れ
ば
法
的

規
制
を
提
案
で
き
る「
欧
州
市
民
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
」と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
18

年
９
月
に
は「
ケ
ー
ジ
の
時
代
は
終
わ
る
」

と
題
さ
れ
た
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
登
録
さ
れ
、

19
年
６
月
ま
で
に
１
１
０
万
人
を
超
え
る

署
名
を
集
め
ま
し
た
。
欧
州
委
員
会
に
正

式
な
返
信
を
し
て
、
こ
れ
が
法
律
と
し
て

提
案
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
08
年
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
で
行
な
わ
れ
た
住
民
投
票
で「
畜
産

動
物
の
行
動
の
自
由
を
求
め
る
提
案
」が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
13
年
に

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
食
料
農
業
省（
Ｃ
Ｄ

Ｆ
Ａ
）の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
開
始
さ
れ
、
そ

こ
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。
18
年
に

は「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
動
物
虐
待
防
止

法
」の
法
律
化
が
決
ま
り
、
採
卵
鶏
１
羽

の
専
有
面
積
を
最
低
９
２
９
平
方
セ
ン
チ

と
す
る
基
準
を
決
め
た
の
で
す
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
は
米
国
の
な
か
で
人
口
が
一

番
多
い
の
で
す
が
、
卵
に
関
す
る
文
化
の

先
頭
を
進
む
こ
と
で
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

22
年
か
ら
は
面
積
規
定
だ
け
で
な
く
、

ネ
ス
ト（
巣
箱
）や
止
ま
り
木
も
義
務
化
さ

れ
、
採
卵
鶏
業
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
15
年
を
境

に
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
が
す
ご
い
勢
い
で
増

え
、
直
近
で
は
全
体
の
23
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
コ
ス
ト
コ（
注

＝
米
国
に
本
社
を
置
く
会
員
制
卸
売
・
小

売
チ
ェ
ー
ン
）で
は
、ケ
ー
ジ
の
卵
は
売
っ

て
お
ら
ず
、
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
か
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
、
パ
ス
チ
ャ
ー
レ
イ
ズ
ド
で
す
。

　

最
近
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
周
辺
で
調
査
し

た
卵
は
ケ
ー
ジ
、
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
、
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
の
３
ラ
ン
ク
に
分
類
さ
れ
、

ス
ー
パ
ー
に
よ
っ
て
価
格
に
大
き
な
差
が

あ
り
ま
し
た
。
１
ダ
ー
ス
の
平
均
価
格
は
、

ケ
ー
ジ
２
・
51
ド
ル
に
対
し
、
ケ
ー
ジ
フ

リ
ー（
平
飼
い
）３
・
63
ド
ル
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
４
・
65
ド
ル
、
パ
ス
チ
ャ
ー
レ
イ

ズ
ド
６
・
５
ド
ル
。
ア
メ
リ
カ
に
は
安
売

り
ス
ー
パ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
や
生
活
状
況
に
応
じ
て
使
い
分

け
て
い
ま
す
が
、
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
の
卵
は

特
異
な
も
の
で
は
な
く
、
全
体
の
４
分
の

１
に
迫
る
勢
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

台
湾
で
は
、
２
０
０
０
年
に
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
食
品
の
第
三
者
認
証「
Ｓ

米国のロサンゼルス市内で売られていた「ケージフリー卵」のパッ
ケージ（大木さん配布資料から）

ス
ー
パ
ー
も「
脱
ケ
ー
ジ
宣
言
」

増
え
る
１
羽
あ
た
り
の
飼
育
面
積

20
年
前
か
ら
動
物
福
祉
に
配
慮

英
国
並
み
の
基
準
で
取
り
組
む

※筆者のＨＰ「滝川康治の見聞録」https://takikawa-essay.com/ に本シリーズの過去記事を収録しています。ご参照ください。

韓
国
で
は
政
府
主
導
で
推
進
へ

飼
育
環
境
の
記
載
も
義
務
づ
け
る


